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理事長　百瀬邦和

　昨年 11 月に開いた第２回国際会議で、前回に続いて、大陸における

タンチョウの厳しい現状がよりいっそう明らかになってきました。大規

模な気候変動やそれに関連した水の奪い合い、農地開発などが原因で、

ツルの分布が激しく変化しているようなのです。会議の参加者たちから

は、変化の全体像が把握できないでいる苛立ちと焦りが感じられます。

ヒナの割合が少ない北海道で数が増え、逆に割合の高い大陸でなぜ減っ

ているのか？　というのも大きな疑問です。

　とにかくできることから始めよう、と具体的な動きが始まりました。

中国や韓国での越冬数の国際協同調査、情報が少ないアムール川上流域

の分布調査への協力、また中国やロシアで始まっている地元の人達との

環境教育を取り入れた勉強会に国際的に参加する案も出てきました。

　近年多くの危うさを抱え、ときに「ドバト化」とも例えられる人馴れ

の進んだ北海道のタンチョウの状況は、しかし多くの外国人にとって興

味ある存在のようです。タンチョウのような大型で人気のある鳥が、地

元の社会や人々とこれほど身近に結びついている例が他ではなかなか見

られないからでもあるのでしょう。

　私たちは、今回の国際ワークショップに参加したメンバーとも一緒に

なって、日本のタンチョウがおかれている特殊事情を、タンチョウとい

う種の未来に貢献できるように生かして行きたいと考えています。
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第 2 回「タンチョウ保護のための国際プロジェクト構築」
国際会議を開催しました。

　2008 年 11 月 19 日から 25 日まで、昨年に続いて「タ

ンチョウ保護のための国際プロジェクト構築」国際会議

が鶴居村ウッディホテル＆レストラン「夢工房」で開か

れました。これは世界のタンチョウ保護関係者が、これ

からのタンチョウ保護をどのように進めていくか、また

そのための国際的な枠組みをいかに構築するかを話し合

うために開かれたものです。今年もロシア、中国、韓国、

米国、日本からのタンチョウ研究者や行政官が集まりま

した。今回は、昨年は来られなかった中国の越冬地であ

る塩城国家級自然保護区と黄河三角州国家級自然保護区

の関係者やロシアの繁殖地であるダウルスキー自然保護

区の研究者（副所長）、韓国の研究者を含めた総勢 20 名

が参加し、海外からは 8 名、日本からは 12 名でした。

　まず、各国のそれぞれの地域におけるタンチョウ保護

の現状と問題点についての報告がありました。ロシアで

は地球温暖化による湿地の急速な乾燥化、人為的な野火

や狩猟による脅威が問題となっています。中国でも、や

はり地球温暖化の兆候が現れており、内陸では砂漠化が

急速に進行しています。また、越冬地では開発により

環境が悪化し、非合法な薬殺などもおこなわれていると

いうことです。生息状況を把握するための冬期の総数調

査については、越冬地域が広いために正確な数の把握が

難しいという課題もあります。韓国では立ち入りが難し

い非武装地帯周辺の文民統制区で開発が進んだり、ダム

建設により主要な越冬地が消失しつつあるなど、生息環

境の悪化が進行しているということです。日本からは当

グループが根室で開始している新たな越冬地設立の試み

や、当グループも協力している十勝での越冬地分散の取

り組みについて、担当者からの報告がありました。

　その後は、タンチョウ保護を国際的な枠組で、また各

国でどのように進めていくべきかを、連日深夜まで議論

しました。諸問題の解決のために、それぞれの国が単

独で取り組むことが難しい部分については、国際的な

ネットワークを構築し、国境を越えた協力体制を整える

必要があります。今年は , 昨年度提案された国際的な組

織作りについて、どのような組織にするかをさらに議論

を深めました。新しい組織の名称は「国際タンチョウ

ネットワーク（英名：International Red-crowned Crane 

Network）」とし、本年秋の発足に向けて、準備委員会を

立ち上げることになりました。

夕食の時間も話題が尽きません

　これらの他、具体的な協力事業についても協議が行わ

れ、例えば、高額な費用がかかる衛星発信機による追跡

調査や、航空機による空からの調査実施なども議題に上

がりました。

　11 月 22 日には一般市民向けの講演会を釧路市立博物

館で開催し、北東アジア各国のタンチョウの保全と国際

協力についての発表がありました（詳細は次ページ）。

　11 月 25 日はエクスカーションとして、十勝の新規越

冬分散の取り組みをしている十勝エコロジーパークの視

察を行いました。

　本ワークショップは今年の秋も開催する予定で準備を

進めており、国際タンチョウネットワークの発足会も開

催予定です。この国際組織設立により、各国のタンチョ

ウ保護活動のための国境を越えた協力体制の実現をめざ

します。

　なお、本事業の一部は、地球環境基金の助成を受けて

行いました。
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○ロシアにおけるタンチョウの保護と現状　

　　　　　　オレグ・ガルシェコ博士

　　　　　　　（ダウルスキー州立自然生物圏保護区）

○黄河三角州におけるタンチョウの現状　

　　　カイ・シャン氏（黄河三角州国家級自然保護区）

○塩城自然保護区におけるタンチョウの越冬状況と保護

　　　　　　フェイ・ワン氏（塩城国家級自然保護区）

○朝鮮半島におけるタンチョウの現在と未来　

　　　　　キサップ・リー博士（韓国ツルネットワーク）

　11 月 22 日に釧路市立博物館に於いて公開講演会を

開催し、国際会議で来日した海外からの研究者の方々に、

各国のタンチョウの現状と保護についてお話いただきま

した（主催：（特 ) タンチョウ保護研究グループ、釧路

市立博物館　共催：釧路市立博物館友の会）。およそ 70

名の参加者があり、熱心に話に耳を傾けていました。講

演者と演目は右の囲みの通りです。講演会のお話につい

ては、また改めてご報告したいと思います。

　講演会の後は市内のレストランで懇親会も開催し、更

に親睦を深めました。

　

　　　The Magic of Cranes
　著者：Carl-Albrechit von Treuenfels　出版社：ABRAMS　　2007 年発行

　2005 年 に ド イ ツ で 出 版 さ れ た

「Zauber der Kraniche」を英訳した

ものです。著者のフォン・トロイエ

ンフェルス氏は 1938 年生まれで、

15 年間にわたり WWF（世界自然保護基金）ドイツの

会長を務めました。また 40 年以上にわたって世界の

ツルを見てきました。この本はツル全種の生態を網羅

し、詳細な解説と多くの美しい写真で綴られています。

　生物学的な特徴だ

けでなく、世界各国

のツルにまつわる文

化や芸術についても

多くのページを割い

て 紹 介 し て い ま す。

各地のツルの保護活

動についてもまとめ

ら れ て

お り、

充実した内容の本となっています。

　ハードカバー 240 ページにもなる大

著ですが、4000 円前後で購入する事が

できます (2009 年 3 月現在 )。

Book Information・本の紹介

　講演会「大陸のツルの今 〜現状と保護〜 」開催しました。
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塩城の保護区事務所前にある
モニュメント 黄河河口で対岸を観察する Su博士と筆者

凍りついた黄河河口

　　今年 1 月 5 日から 13 日にタンチョウの越冬地であ

る塩城と黄河三角州の 2 ヶ所でタンチョウのカウント調

査に参加してきました。ともに昨年 11 月に行なわれた

国際ワークショップでの議論を受けたもので、同ワーク

ショップに参加した ICF（国際ツル財団）の Su Liying 博

士が同行されました。

　塩城自然保護区は上海から 260km 程北の海岸沿いに

あり、中国ではタンチョウの一大越冬地です。現地では

保護区の研究主任でワークショップメンバーでもある王

会氏が調査を主導しました。中国鳥類標識センターの江

さんも彼の指導している学生たちと一緒に調査に加わ

り、総勢 18 名が６班に分かれて自動車とバイクを使っ

て同日調査を行ないました。集計は 502 羽となりました

が、一部地域で重複カウントの疑いが高いということに

なり翌日に再調査を行ないました。その結果は 306 羽で

したが、王さんの話しでは、まだ若干の重複カウントの

疑いがあるので実質は 300 羽に届かないだろうというこ

とでした。タンチョウが最も多い中心地区はアシ原が一

面に広がった広い場所であるのに加え、外国人の立ち入

りが制限されているために、地区の外から遠望するしか

ありません。幼鳥と成鳥の区別もできず、なにより正確

な数の把握が難しいのが

歯がゆい思いでした。簡

単な櫓を設置して、少し

でも高い場所からの観察

を工夫するなど、カウン

ト調査の精度を上げる努

力がのぞまれます。

　塩城保護区には隣接し

た村に独立した立派な事

務所があり、またゲスト

ハウスも併設されている

ので、私たちはそこに泊

まりました。タンチョウのための保護区ということで、

事務所の前庭にはタンチョウのモニュメントがありまし

た。

　塩城市から丸一日かけて黄河三角州自然保護区までバ

スで移動し、こちらでもタンチョウのカウント調査を行

ないました。やはりワークショップメンバーのシャン・

カイ氏が保護区の車を出し、２日間合同調査を行いまし

た。今冬の黄河河口一帯は例年になく厳しい寒さで、ア

シ原内の水路や養魚池ばかりでなく、黄河本流や干潟さ

えも全域凍りついていました。Su さんが昨年訪れたとき

には場所ごとにつがいや家族が見られたというアシ原に

入り込んだ泥干潟も凍りついた状態で、タンチョウばか

りか他の水鳥の姿もごく僅かでした。

　そんな中でも、アシ原の先端部に近いところで飛立つ

小さな群れを見つけ、ヒナ 1 羽連れの１家族と少なくて

も 15 羽の群れを確認しました。また、同じところから

ソデグロヅルの１家族３羽が飛び立つところも見られま

した。同保護区でのソデグロヅルの越冬の確認は始めて

だそうです。

　中国の越冬地でタンチョウのカウント調査　百瀬邦和

保護区位置図
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よって越冬数が少なかったのがはっきりしているのです

が、塩城保護区の数については調査の精度に問題がある

のに加え、重複カウントを（意図的に）そのまま集計し

て、多い数を報告しているらしいという情報があり、判

断が難しいところです。塩城保護区に関しては、今回の

様になるべく外部の研究者が調査に参加してデータの透

明性（信頼性？）を高めるとともに、信頼性の高い調査

記録がタンチョウの保護活動に貢献していくことの重要

性を、保護区の関係者に説得していく必要があることを

痛感しました。

　さらに、2 月に韓国で行なわれた越冬数調査の最終集

計が気になるところです。

黄河三角州保護区の
オリジナルロゴマー
ク入りカップ

　黄河三角州保護区には市内の本部事務所の他に３ヶ所

のとても立派な現地事務所があります。そこには専属の

保安要員のチームが１ヶ月交代の住み込みで常駐し、広

大なアシ原の防火や観光客用の施設管理などにあたって

いるということです。黄河三角州一帯は石油の産地でも

あり、保護区の中にも油井が沢山見られるのは昨シーズ

ンに訪れた盤錦保護区とよく似ています。油井はアシ原

や干潟の中にあり、それらを結んで管理用道路も伸びて

いますが、ツルやその他の鳥たちの生息環境は、油井の

存在によってそれ以上の開発から守られているのではな

いかという印象を受けました。

　結局今回の中国越冬地での調査では合計 324 羽あるい

はそれよりも少ない数しか数えられなかったことになり

ます。昨シーズンの越冬数は、国際ツル財団の G.Archibald 

博士の私信によれば 500 羽程度、中国鶴類通信によれ

ば 700 羽程度と報告されているので、今シーズンはかな

り少なくなったことになります。黄河三角州では凍結に

中国鶴類通信にも報告されました。

　百瀬理事長が参加した中国塩城地域のタンチョウ越

冬数調査は先頃発行された『中国鶴類通信（CHINA 

CRANE NEWS) ※  第 12 巻第２号』にも報告されました。

　その記事を日本語訳で紹介します。

　　　塩城におけるタンチョウ越冬数の合同調査

2009 年 1 月 7 日に塩城国家級自然保護区管理局が調整

して、28 人の専門家（タンチョウ保護研究グループの

百瀬邦和氏、国際ツル財団のス・リンイン博士、中国林

科院のホン・シアン博士含む）が 7 つのグループに別れ、

塩城地区のタンチョウ越冬数の同時調査を行った。7 つ

のグループの調査結果は別表のとおりで、502 羽のタ

ンチョウが確認された。（王会 (Wang Hui　塩城国家級

自然保護区）

※「中国鶴類通信（CHINA CRANE NEWS)」とは

　中国国内のツル類の情報が集められている年２回

発行の通信誌。記事は中国語と英語で併記されてい

ますので、外国人にも概略はわかります。中国鳥類

学会ツル類と水鳥専門家グループが編集・発行して

いて、発刊されて 12 年にもなり、中国の貴重なツ

ル類の情報発信源となっています。ツル以外の希少

な水鳥（コウノトリ、ヘラサギなど）の記事も数多

く載っています。最新号では左の記事のほか、昨年

の国際会議（2 ページ参照）開催の報告や、一昨年

の会議でまとめられた「タンチョウの危機」につい

ての解説もされています。
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冬期総数調査を行いました。
　タンチョウ保護研究グループがその前身のタンチョウ保護調査連合のころから続けている冬期タンチョウ総数調査

が、今年も１月 20 日から 30 日までの期間で実施されました。これはより正確にタンチョウの総数を把握するため

に区域を分け、数日間かけて調査するものです。多くのボランティアの皆さんの御協力をいただいています。今年も、

41 名の方のご参加をいただきました。御協力頂いた皆さま、ありがとうございました。結果の集計は現在、すすめ

ており、いずれお伝えいたしますが、まずは各地域の調査状況の一部を、担当者から簡単にお伝えします。

＜阿寒＞集合時間にはすでにツルの声が鳴り響き、挨拶もそこそこに始まりました。阿寒では南側に隣接する

ビオトープとの往来や東側の阿寒川への出入り、北方をねぐらとする集団や西の山の向こうから飛来するツル

もいます。開始からほぼ 8 時間、ずっと 100 羽以上のツルを 5 分おきに数えることになった総数担当の方や、

一瞬たりとも目をはなせずに歩去歩来を背中で報告してくださった方が、一番大変だったと思います。ありが

とうございました。（１月 22 日）

＜音別＞ 10 時すぎ、山の上に登ってねぐらを観察する班の方から「ね

ぐらに全然いません。０羽です。」という衝撃の報告。もちろん給餌場

にもいないので、100 羽以上いるはずのツルはどこに・・・？　夕刻

の給餌にあわせて集まってきた 120 羽のツルは、１時間ほどばくばく

食べたのち、いつものねぐらへ帰っていきました。この日の朝は何が

あったのでしょうか。（１月 21 日）

＜下雪裡＞下雪裡では、24 日は 13 名、25 日は 14 名の方々が参

加され、給餌場・山の上・周辺巡回の 3 班に分かれてカウントを行

いました。24 日の調査時、天気は曇りのち晴れ、気温は－ 5 ～－ 1℃

と穏やかな天候で、給餌場ではこの日の最大数である総数 222 羽、

幼鳥 13 羽を 15 時に記録しました。25 日は、朝から吹雪いていま

したが、11 時頃に天候が回復し、15 時 20 分に最大数の総数 245 羽、

幼鳥 18 羽を数えました。（１月 24・25 日）

＜標茶＞茅沼駅とその周辺地域の調査には、11 名の方が参加され、

茅沼駅の給餌場と磯分内・厚生・南標茶のそれぞれを巡回する班に

分かれました。調査時の気温は－ 5 ～＋ 2℃で、天気は良く、茅沼

駅の給餌場では昼前に 11 羽のツルが記録されましたが、いずれも

成鳥または亜成鳥でした。この日の各班の調査結果を集計すると、

総数 70 羽、幼鳥 8 羽となりました。（１月 27 日）

＜中茶安別＞ここ数年で中規模の越冬地

になりました。午前中と夕刻、一日２回

行われる給餌にあわせるように給餌場へ

の飛来が集中し、それ以外の時間は周辺

に散らばっていきました。夕刻の給餌場

の最大数は 74 羽でしたが、当然、この

瞬間に周辺のツルの存在を確かめなくて

はならず、給餌場班に残された２人は餌

を求めて右往左往するツルを数えるのに

必死でした。（1 月 28 日）
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　「子供を育てる」とは、どういう事を言うのでしょう

か。人間の場合はほとんどが自分の子供を育てることで

すが、ここでは自分の子供でないタンチョウの面倒を見

ていた例を紹介します。

　39P は 2004 年生まれのメスで、2005 年６月に保護

されました。その後動物園で治療をし、同年 12 月に鶴

居サンクチュアリで放鳥されました。019 は 2005 年の

動物園生まれのオスで、39P と同じ日に野外に放鳥され

　シリーズ　標識物語　～名前の付いたタンチョウ～

 第５話　母性本能全開？（39P と 019）　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西 岡　秀 観 

ました。物語は、ここから始まります。給餌場にはタン

チョウが多くいるため、仲間意識が強いと思われるかも

しれませんが、基本的には家族単位の結びつきです。そ

のため、途中から来たヨソ者は追い払われます。今回の

主役である２羽も他のタンチョウに追い払われていまし

た。そのせいなのかはわかりませんが、給餌場で観察し

ていると 39P

と 019 が 一

緒に行動をす

るようになり

ました。途中

から野生の中

に入ったヨソ

者同士、慰め

合っているよ

うにも見えま

したが、39P

が 019 をしっかりガードしているところも見られ、「た

とえ１才でも母性本能が芽生えたのか？」と思わせるぐ

らいのお母さんぶりでした。ただ、不思議な事は、２羽

の接点が放鳥後しかないはずなのに、なぜ親子のように

くっついたのかが疑問でした。タンチョウは顔や声で個

体識別をしているようなので、もしかしたら動物園にい

たときの声を覚えていて、「あ、聞いたことのある声の

お姉ちゃんがいる！」と言って後を付いていたのかもし

れません。

　メスとオスの１才違いなので、今後も一緒に行動をす

るのか、そのままカップルにな

るのか注目していましたが、結

局 2006 年春に別れてしまいま

した。019 は他の若鳥と一緒に

鶴居村に残りましたが、39P は

姿を確認されなくなり、現在消

息不明となっています。その後

の 019 は、2008 年夏に釧路空

港近くの農家に２羽で居るとこ

ろを確認されていましたが、冬

になり、給餌場では１羽で行動

していました。ここでも若いタ

ンチョウは相手がすぐには決まらない例を示してくれま

した。近年、人間は家族の繋がりが壊れたために発生し

た悲しい事件が多いです。タンチョウが自分の子供でな

くても面倒を見るのに、もっと見習うべきではないで

しょうか。

　次回は、第６話「近寄るときには、要注意！（031 と

032）」を掲載します。お楽しみに。

← 39P（2005 年 12 月）

019 幼鳥期（2005 年 12 月）

39P と 019（2006 年 2 月）

019 成鳥期（2009 年 2 月）
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＜表紙写真＞ 

　第２回国際会議の終了を祝っての記念写

真。2008 年 11 月 25 日に会場となった鶴居

村 ウッディホテル＆レストラン「夢工房」

前にて　（古賀公也撮影）

＜活動記録（2008 年 11 月〜 2009 年 2 月）＞

　11 月 1 日　 中標津の農家でタンチョウ用のにお作り

　11 月 7 日　 運営会員連絡会

　11 月 19 日　第 2 回「タンチョウ保護のための国際プ
　　〜 25 日　 ロジェクト構築」国際会議を開催（於：  
　　　　　　　 夢工房）　　

　11 月 22 日　講演会「大陸のツル類の今　〜現状と保
　　　　　　　 護〜」開催（於：釧路市立博物館）

    11 月 27 日　会誌「Tancho」第５号発行　

　12 月 12 日　運営会員連絡会

　1 月 5 日　　中国の塩城と黄河三角州自然保護区での
　  〜 13 日　   タンチョウ越冬数調査に参加

　1 月 12 日　タンチョウ総数調査説明会（於：釧路市
　　　　　　   民活動センター）   

　1 月 16 日　運営会員連絡会

　1 月 20 日　タンチョウ総数調査
　　〜 30 日

　2 月 5 日　  運営会員連絡会

　2 月 14 日　韓国の越冬ツル総数カウント調査に参加
　　〜 15 日

　2 月 27 日 　アンナ・クレノバ博士（モスクワ大学）　
　　〜 28 日 　来釧 

	

			 

＜会員（３月 24 日現在）＞

・ 運営会員　24 名（北海道 19 名、新潟県・神奈川県・東京都・兵庫県・中国各 1 名）

・ 個人サポート会員　108 名（北海道 68 名、長野県 10 名、東京都 9 名、兵庫県・大阪府・千葉県各４名、　

　　　　　　神奈川県３名、京都府・茨城県・島根県・愛知県・石川県・フランス各 1 名）

・ 団体サポート会員　９団体（北海道７団体、大阪府 1 団体、韓国 1 団体）

　人から距離をおいた新しい越冬地の試み
　　　　　　　　　　　～前号のつづき～　

　前号で中標津と十勝ではじめた新たな給餌場を造

る試みを紹介しました。それぞれの給餌場のこの冬

の利用状況はどうだったのでしょうか。

　中標津で新たに「にお」を作った２箇所のうち、

一箇所では１月中旬に、もう一箇所では下旬にツル

を観察しています。また、刈り残した畑でも１月中

旬にツルを見ており、下旬にも足跡を確認しました。

いずれの場所も冬の餌場として使われていたと思わ

れます。

　一方、十勝に作った「にお」の方にはなかなかツ

ルは現れませんでした。関係者をやきもきさせまし

たが、結局、3 月 4 日に初めてツルが確認されました。

中標津と異なり、もともとツルが少ない場所なので、

成果が得られるまでには時間がかかるのかも知れま

せん。

クレノバ博士（阿寒国際ツルセンターにて）


